
Title 脱工業社会の経営、組織、人的資源 : 脱工業社会の微視的変動分析
Sub Title Human resources developments in post-industrialised societies
Author 関根, 政美(Sekine, Masami)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1988

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.61, No.7 (1988. 7) ,p.1- 31 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19880728-0001

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


脱
工
業
社
会
の
経
営
、
組
織
、
人
的
資
源

　
　
　
－
脱
工
業
社
会
の
微
視
的
変
動
分
析
ー

関

根

政

美

脱工業社会の経営，組織，人的資源

一二三四五

工
業
社
会
の
経
営
と
組
織

脱
工
業
社
会
の
経
営
と
組
織

脱
工
業
化
と
人
的
資
源
－
経
営
・
管
理
者
レ
ペ
ル

脱
工
業
化
と
人
的
資
源
i
一
般
事
務
・
労
働
者
レ
ベ
ル

結
　
　
論
ー
残
さ
れ
た
問
題

工
業
社
会
の
経
営
と
組
織

　
経
営
の
近
代
化
と
官
僚
制
組
織
の
発
展

　
脱
工
業
社
会
の
微
視
的
変
動
分
析
と
し
て
、
既
に
筆
者
は
本
誌
第
六
一
巻
第
一
号
の
拙
稿
「
脱
工
業
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技

術
、
労
働
」
に
お
い
て
近
年
の
社
会
変
動
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
表
題
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
注
目
し
た
点
は
変
動
の
基
礎
的
領
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域
の
う
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技
術
革
新
と
労
働
お
よ
び
職
務
編
成
と
い
っ
た
生
産
、
労
働
、
職
業
に
関
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
本
稿

で
は
、
経
営
と
組
織
管
理
、
さ
ら
に
人
的
資
源
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
近
年
の
社
会
、
文
化
変
動
状
況
の
基
礎
的
な
部
分
に
つ
い
て
論
じ

た
い
と
思
う
。

　
脱
工
業
社
会
の
定
義
あ
る
い
は
微
視
的
変
動
分
析
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
（
関
根
　
一
九
八
八
、
一
五
五
ー
九
頁
）
を
参
照
し

て
ほ
し
い
が
、
簡
単
に
再
論
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
．
す
な
わ
ち
、
脱
工
業
化
は
サ
ー
ビ
ス
社
会
化
と
も
い
わ
れ
る
が
、
ガ
ー
シ
ュ

ニ
ー
（
O
Φ
田
げ
茸
黛
一
。
o
。
“
）
に
よ
れ
ば
産
業
の
中
心
が
農
業
、
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
産
業
に
移
動
し
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、

職
業
の
分
布
や
労
働
と
生
活
の
質
が
高
度
化
し
て
い
く
大
ぎ
な
歴
史
的
変
化
を
主
に
特
徴
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
時
代
的
に
は
近
年
に
な

っ
て
そ
の
特
徴
が
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
変
化
を
示
す
。
さ
ら
に
微
視
的
変
動
分
析
と
は
、
こ
う
し
た
変
動
の
基
礎
的
な
領
域
、
す
な
わ
ち

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技
術
、
労
働
、
経
営
と
組
織
、
必
要
と
さ
れ
る
人
的
資
源
を
指
し
、
変
動
の
源
泉
に
近
い
領
域
の
研
究
を
意
味
し

て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
ま
ず
、
経
営
と
組
織
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
．
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技
術
、
労
働

な
ど
の
諸
領
域
に
見
ら
れ
る
変
化
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
間
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
経
営
と
組
織
（
組
織
構
造
）
は
工
業
化
期
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
沖
そ
の
点
か
ら
論
じ
た
い
が
、
そ

れ
は
多
分
以
下
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

　
（
一
）
　
「
成
り
行
き
管
理
」
（
騒
彗
夷
ヨ
導
夷
。
幕
邑
か
ら
、
近
代
的
経
営
管
理
へ
の
発
展
。
と
く
に
「
科
学
的
管
理
法
」
（
蜜
。
葺
夢

　
　
　
冒
導
轟
§
①
邑
、
あ
る
い
は
「
人
間
関
係
管
理
」
（
国
q
目
導
穿
一
蝕
。
畠
竃
騨
冨
鴇
馨
邑
な
ど
が
そ
の
核
と
な
る
。

　
（
二
）
　
中
小
規
模
の
組
織
を
中
心
と
し
、
単
純
な
軍
隊
式
ラ
イ
ン
型
組
織
構
造
か
ら
、
大
規
模
組
織
の
登
場
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
大

　
　
　
量
生
産
・
大
量
事
務
処
理
の
た
め
に
巨
大
な
官
僚
組
織
が
構
造
化
さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
二
つ
の
動
き
は
、
盾
の
両
面
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
科
学
的
管
理
法
に
代
表
さ
れ
る
近
代
経
営



の
発
展
は
、
中
小
規
模
の
企
業
組
織
を
中
心
と
し
た
工
業
化
以
前
の
社
会
か
ら
．
大
規
模
の
寡
占
、
独
占
企
業
が
発
展
し
て
い
く
な
か
で
、

経
営
の
合
理
化
と
生
産
性
の
向
上
が
緊
急
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
の
標
準
化
、
命
令
．
指
揮
系
統
の
統
一
、
ラ
イ

ソ
と
ス
タ
ッ
フ
の
機
能
的
分
化
、
給
与
支
払
い
の
合
理
化
と
基
準
の
明
瞭
化
、
昇
給
と
昇
任
の
基
準
、
職
歴
管
理
な
ど
の
面
で
の
近
代
化

が
要
請
さ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
大
規
模
工
場
に
の
み
生
じ
た
こ
と
で
は
な
く
、
行
政
組
織
に
お
い
て

も
見
ら
れ
官
僚
制
度
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
（
佐
藤
　
一
九
六
六
、
二
五
一
－
九
頁
、
島
　
一
九
七
九
、
一
一
－
三
二
頁
）
．

　
官
僚
制
（
日
お
聾
。
寅
照
）
と
は
、
複
雑
で
大
規
模
な
組
織
が
、
与
え
ら
れ
た
目
標
を
能
率
よ
く
達
成
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
管
理
体
系

の
一
つ
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な
特
質
を
示
す
。

脱工業社会の経営，組織，人的資源

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

　
こ
れ
ら
は
、

主
に
行
政
機
関
を
中
心
と
し
て
、

模
経
営
に
お
け
る
生
産
部
門
の
官
僚
制
化
を
科
学
的
管
理
法
の
適
用
と
い
う
形
で
具
体
化
し
た
の
で
あ
る
．

男
塁
＆
は
経
営
・
管
理
レ
ベ
ル
を
対
象
と
し
て
、

旨
き
品
①
冒
①
暮
爵
8
蔓
）

る
い
は
人
間
仮
説

合
理
的
規
則
の
支
配

権
限
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
（
職
階
制
）

非
人
格
的
人
間
関
係
と
職
務
へ
の
忠
実
義
務
と
中
立
性

職
務
の
専
門
化
と
専
業
化

雇
用
、
昇
進
な
ど
に
お
け
る
学
歴
、
資
格
の
重
視
と
試
験
制
度

文
書
主
義

　
　
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
尾
貰
≦
書
＆
の
い
う
形
式
合
理
性
の
進
展
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
全
体
が
官
僚
制
化
し
て
い
く
点
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
が
、
テ
ー
ラ
ー
（
男
≦
弓
畠
一
＆
は
大
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
リ
・
フ
ァ
ヨ
ー
ル
（
頻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
代
的
経
営
管
理
論
を
展
開
し
た
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
「
古
典
的
組
織
論
」
（
§
霞
邑

　
　
　
　
　
の
範
躊
に
属
す
も
の
で
あ
る
（
佐
藤
　
一
九
六
六
、
六
一
ー
七
一
頁
）
．
そ
し
て
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
人
間
観
あ

　
　
　
（
器
窪
ヨ
旨
。
拐
ぎ
。
暮
冨
。
冨
）
に
基
づ
い
て
い
る
（
関
根
　
一
九
八
q
　
一
〇
八
－
九
頁
）
。
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（
一
）
　
人
は
本
質
的
に
は
経
済
的
刺
激
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
、
そ
の
経
済
的
収
穫
を
最
大
な
ら
し
め
る
よ
う
に
行
動
す
る
。

　
（
二
）
　
経
済
的
く
刺
激
V
は
組
織
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
は
本
質
的
に
は
組
織
に
よ
っ
て
操
ら
れ
、
動
機
づ

　
　
　
け
ら
れ
、
統
制
さ
れ
る
受
け
身
の
存
在
で
あ
る
．

　
（
三
）
　
人
間
の
感
情
は
本
質
的
に
非
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
己
利
益
の
合
理
的
な
計
算
が
感
情
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
な
い
よ

　
　
　
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
四
）
　
組
織
は
、
人
間
の
こ
の
よ
う
な
非
合
理
的
な
感
情
の
影
響
力
を
少
な
く
し
、
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
な
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と

　
　
　
が
で
き
る
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
設
計
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
五
）
　
人
間
は
生
ま
れ
つ
き
怠
け
者
で
あ
り
、
従
っ
て
外
か
ら
刺
激
を
与
え
て
動
機
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
六
）
　
人
間
の
生
来
の
目
標
は
組
織
の
そ
れ
と
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
人
間
を
組
織
目
標
の
達
成
に
協
力
さ
せ
る
に
は
、
外

　
　
　
部
か
ら
の
力
に
よ
っ
て
統
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
七
）
　
人
間
は
そ
の
非
合
理
的
感
情
の
お
陰
で
、
基
本
的
に
は
自
律
お
よ
び
自
己
統
制
が
不
可
能
で
あ
る
．

　
（
八
）
　
す
べ
て
の
人
々
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
（
二
）
か
ら
（
七
）
ま
で
の
仮
説
に
か

　
　
　
な
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
、
（
冒
）
自
分
で
動
機
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
己
統
制
が
で
き
自
分
の
感
情
に
比
較
的

　
　
　
左
右
さ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
後
者
の
グ
ル
ー
プ
こ
そ
合
理
的
経
済
人
の
典
型
で
あ
り
、
前
者
の
グ
ル
ー
プ
を
統
制
す
る
管

　
　
　
理
者
の
役
割
を
受
け
持
つ
べ
き
で
あ
る
．

　
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
合
理
的
経
済
人
」
（
蚕
ぎ
鍔
τ
8
8
巨
。
巨
導
）
仮
説
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
経
営
者
、

管
理
者
な
ど
上
級
職
種
に
つ
く
人
々
は
、
非
合
理
的
感
情
の
統
制
が
で
き
る
典
型
的
な
合
理
人
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
労
働

者
は
本
来
の
合
理
的
性
格
が
、
無
知
や
個
人
的
な
感
情
に
よ
っ
て
蔽
わ
れ
て
合
理
的
行
動
を
主
体
的
に
起
こ
し
得
な
い
受
動
的
存
在
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

4
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
新
し
い
管
理
法
の
登
場
は
、
成
り
行
き
管
理
に
代
表
さ
れ
る
前
工
業
化
、
初
期
工
業
化
の
時
代
の
経
営
管

理
の
弊
害
の
除
去
に
成
功
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
労
務
費
用
や
利
潤
の
計
算
、
企
業
会
計
や
収
支
決
算
な
ど
不
明

瞭
で
あ
っ
た
部
分
の
合
理
化
、
家
計
と
企
業
会
計
の
分
離
を
進
め
た
し
、
雇
用
管
理
に
お
け
る
情
実
や
え
こ
ひ
い
き
、
コ
ネ
、
縁
故
関
係

の
排
除
に
も
役
立
っ
た
。
ド
ソ
ブ
リ
勘
定
と
縁
故
関
係
を
土
台
と
し
た
人
問
関
係
が
重
視
さ
れ
、
し
ば
し
ば
合
理
性
、
正
確
性
、
計
算
可

能
性
が
軽
視
さ
れ
て
い
た
状
況
を
補
正
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
発
生
は
、
い
わ
ゆ
る
「
内
部
請
負
制
」
（
霊
訂
。
暮
声
9
亀
器
冒
）
と
い
う

間
接
雇
用
が
支
配
的
で
、
労
働
者
の
直
接
管
理
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
が
、
と
も
か
く
も
科
学
的
管
理
法
、
官
僚
制
化
の
進
展

は
多
く
の
弊
害
を
取
り
除
い
た
の
で
あ
る
（
奥
村
他
　
一
九
七
八
、
三
九
－
五
六
頁
）
。

　
し
か
し
、
問
題
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
組
織
の
目
標
転
倒
、
あ
る
い
は
自
律
化
（
自
己
目
的
化
）
と
し
て
現
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
組
織
目
標
の
達
成
そ
の
も
の
よ
り
も
自
己
の
存
続
、
維
持
が
重
視
さ
れ
る
事
態
、
あ
る
い
は
組
織
の
存
続
を
計
る
た
め
に
、
組

織
が
扱
う
課
題
や
問
題
の
発
生
を
助
長
す
る
傾
向
が
生
じ
る
。
第
二
に
、
能
率
の
論
理
、
非
人
格
性
の
論
理
か
ら
生
じ
る
人
問
性
お
よ
び

人
間
関
係
の
歪
み
、
す
な
わ
ち
「
官
僚
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
（
言
冨
貰
9
葺
。
需
毯
轟
一
一
蔓
）
の
発
生
と
い
う
形
で
現
れ
た
の
で
あ
る

（
竃
①
客
8
訳
一
九
六
一
、
六
章
）
。

　
組
織
の
自
己
目
的
化
は
、
労
働
者
達
か
ら
み
れ
ば
自
己
の
職
務
の
確
保
と
地
位
の
維
持
、
要
す
る
に
身
の
安
全
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
形
式
主
義
、
秘
密
主
義
、
繁
文
褥
礼
、
画
一
主
義
、
派
閥
主
義
、
規
則
万
能
主
義
、
責
任
転
化
な
ど
の
無
責
任
が
生
じ

一
種
の
病
理
化
が
進
む
と
同
時
に
、
他
方
で
は
組
織
目
標
の
必
要
以
上
の
追
求
と
強
調
が
合
理
的
政
策
の
策
定
、
選
択
を
誤
ら
せ
る
こ
と

さ
え
生
じ
る
．
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
長
期
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
と
、
組
織
構
成
員
の
間
に
、
利
己
的
保
守
性
、
閉
鎖
性
、
権
威
主

義
が
発
生
し
、
組
織
内
お
よ
び
顧
客
と
の
間
の
人
間
関
係
が
著
し
く
破
壊
さ
れ
る
と
も
に
、
構
成
員
の
間
に
疎
外
感
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
。
結
果
と
し
て
、
組
織
の
合
理
性
、
生
産
性
が
低
下
す
る
ほ
ど
ま
で
に
労
働
モ
ラ
ー
ル
が
劣
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
（
匹
程
暫
巳

冒
亀
零
這
賀
昌
o
。
）
。
こ
こ
に
、
受
動
的
な
人
問
仮
説
を
持
っ
た
組
織
管
理
が
構
成
員
を
さ
ら
に
受
動
化
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
悪
循
環

5
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が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
関
係
管
理
の
登
場
と
問
題
点

　
官
僚
制
化
、
科
学
的
管
理
法
の
徹
底
化
に
と
も
な
う
人
間
疎
外
を
防
止
し
、
組
織
に
生
じ
る
逆
機
能
を
除
去
す
る
た
め
に
発
展
し
た
の

が
人
間
関
係
管
理
の
手
法
で
あ
っ
た
。
こ
の
管
理
法
の
基
本
に
は
、
古
典
的
組
織
論
の
想
定
す
る
人
間
観
、
あ
る
い
は
人
間
仮
説
と
は
異

な
る
も
の
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
古
典
的
組
織
論
が
想
定
し
た
企
業
構
成
員
は
金
銭
的
経
済
上
の
刺
激
や
名
誉
欲
と
い
っ
た
も
の

に
の
み
反
応
す
る
「
合
理
的
経
済
人
」
で
は
な
く
、
社
会
的
欲
求
に
基
づ
ぎ
人
間
的
連
帯
や
帰
属
感
を
求
め
る
人
間
、
つ
ま
り
感
情
的
人

間
で
あ
り
、
常
に
ヒ
ト
と
し
て
扱
っ
て
欲
し
い
と
欲
す
る
「
社
会
人
」
（
§
三
旨
き
）
で
あ
る
と
し
た
。
具
体
的
に
は
提
案
制
度
、
面
接
な

ど
を
利
用
し
て
、
官
僚
制
化
、
科
学
的
管
理
法
の
歪
み
を
防
ぎ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

る
（
ω
魯
Φ
ぎ
　
訳
一
九
六
六
、
四
八
－
九
頁
）
。

　
合
理
的
経
済
人
仮
説
に
対
し
て
、
社
会
人
仮
説
は
以
下
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
関
根
　
一
九
八
○
、
一
一
一
頁
）
。

　
（
一
）
　
人
間
は
基
本
的
に
は
社
会
的
欲
求
（
弩
三
馨
Φ
量
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
、
仲
間
と
の
関
係
を
通
し
て
基
本
的
な
一
体
感
を

　
　
　
持
つ
。

　
（
二
）
　
従
業
員
は
管
理
者
が
与
え
る
経
済
的
な
刺
激
よ
り
も
、
む
し
ろ
社
会
的
力
（
。
。
。
量
＝
§
琶
に
感
応
す
る
。

　
（
三
）
　
従
業
員
は
、
監
督
者
が
部
下
の
欲
求
や
「
受
け
入
れ
ら
れ
た
い
」
と
い
う
欲
求
を
充
足
し
得
る
程
度
に
応
じ
て
管
理
者
に
感
応

　
　
　
す
る
。

　
要
約
し
て
い
え
ば
、
欲
求
水
準
は
よ
り
第
一
次
的
な
レ
ベ
ル
に
近
い
低
次
元
な
も
の
に
こ
だ
わ
る
合
理
的
経
済
人
に
比
べ
、
多
少
次
元

の
高
い
社
会
的
な
欲
求
を
持
つ
人
間
と
し
て
人
々
は
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
人
間
関
係
管
理
法
が
従
前
の
古
典
的
組
織
論
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
．
そ
れ

6



は
、
官
僚
制
化
、
科
学
的
管
理
怯
の
進
展
に
ょ
っ
て
職
勝
の
標
準
化
、
単
純
化
そ
し
て
画
一
化
が
押
し
進
め
ら
れ
、
仕
事
そ
の
も
の
が
単

調
に
な
り
疎
外
感
が
上
昇
し
、
そ
の
結
果
、
従
業
員
は
イ
ソ
フ
ォ
ー
マ
ル
・
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
て
会
社
、
上
司
に
対
し
て
反
抗
す
る
傾

向
が
強
く
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
弊
害
や
病
理
を
取
り
去
り
、
科
学
的
管
理
法
、
官
僚
制
の
持
つ
本
来
の
優
秀
性
を
生
か
そ
う
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
の
故
に
、
た
し
か
に
人
間
観
に
大
き
な
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、
低
い
欲
求
次
元
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
金
銭
（
生
活
維
持
）

的
お
よ
び
社
会
的
欲
求
し
か
持
た
な
い
大
衆
的
人
間
、
感
情
的
で
非
合
理
的
な
労
働
者
と
し
て
従
業
員
を
見
な
し
、
他
方
で
、
高
い
次
元

の
欲
求
と
高
い
知
識
、
教
育
を
持
つ
エ
リ
ー
ト
的
経
営
者
、
管
理
者
と
の
間
に
人
間
的
資
質
の
大
き
な
差
を
認
め
る
視
点
は
共
通
し
て
い

る
の
で
あ
る
（
関
根
　
一
九
八
○
、
一
二
一
頁
）
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
工
業
化
期
あ
る
い
は
工
業
社
会
の
組
織
と
経
営
は
、
官
僚
制
化
と
科
学
的
管
理
法
、
そ
し
て
人
間
関
係
管
理
法
と
の

発
展
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
少
品
種
・
大
量
生
産
に
適
し
た
大
工
場
組
織
に
お
け
る
標
準
化
、
単
純
化
の
進
ん
だ
工

業
化
期
の
技
術
体
系
、
労
働
と
職
務
内
容
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

脱工業社会の経営，組織，人的資源

二
　
脱
工
業
社
会
の
経
営
と
組
織

　
脱
工
業
社
会
の
組
織
と
管
理

　
脱
工
業
化
の
時
代
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
多
品
種
・
少
量
生
産
と
多
種
・
少
量
情
報
処
理
技
術
と
知
識
、
技
術
集
約
化
、
創
造
力
を
必

要
と
す
る
職
務
の
拡
大
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
市
場
二
ー
ズ
の
拡
大
、
多
様
化
、
複
雑
化
、
高
度
化
そ
し
て
不
安
定
化

に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
吃
こ
う
し
た
変
化
は
行
政
機
関
に
も
生
じ
た
が
、
そ
れ
は
脱
工
業
社
会
の
住
民
の
行
政
に
対
す
る
要
求
の
多

様
化
、
す
な
わ
ち
公
共
財
、
準
公
共
財
の
充
実
へ
の
要
求
が
拡
大
し
た
か
ら
で
あ
る
（
窄
ユ
彗
ぎ
訳
一
九
八
三
）
。
こ
う
し
た
結
果
、
中

央
集
権
的
で
定
形
的
で
構
造
化
さ
れ
た
業
務
処
理
に
適
合
的
な
官
僚
制
組
織
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
始
め
、
労
働
、
技
術
の
変
化
に
適
応

7



法学研究61巻7号（’88：7）

第1表a　アメリカにおける環境一組織の発展段階

時代区分 環境の性質 戦　　略
特有の意志

決定様式
意思決定レベル 組織形　態

産業革命期
（1820－1900〉

静態・散在 確実性 ライン・スタッフ

大量生産期
1900－1930代

静態・偏在 垂直統合 リスク 技術レベル
（業務的意思決定） 職能部門制

マス・マーケティング期

　1930代～1950代
動態・競争 多角化 不確実性 管理レペル

（管理的意思決定） 事業部制

脱工業化期
1950代～1990

激　　動 機動的戦略 部分的無知 制度的リーダーシップ
　（賊略的意思決定）

マトリックス

第1表b組織タイプと戦略一構造一過程の適合関係

　　イフ
特徴 単　純　組織 職能部門制 事　業　部　制 マトリックス

単一製品 単一製品と垂直統合 関連のある製品ライン 職能，製品，市場，地
職　　略 への多角化，内部成長 域など多様な次元に同

等の順位づけ

単位間お
よび市場
の関連性

→□→
中一中一中一霧 中一中一中

市　　市　　市

一P中
　　市
市

単純な職能性 集権的職能制 分権的な製品（地域） 地域および製品の利益
組織構造 事業部の利益センター センターをもった分権

的構造

制度化されていないラ 製品・プロセスの改良 左に同じ。但し，集権 制度化，集権化された
研究開発 ンダムな探索 について制度化 的指針 研究者と専門知議をも
（R＆D） った入々の方向づけ，

より長期志向

人格的接触，主観的 生産性，コストについ 左に同ヒ。但し，全体 多元的，短期・長期の

業績測定
て非人格的評価，なお
主観的

に対する貢献の主観的
評価

地域，製品，事業・職
能についての利潤・投
資収益コストの報告

忠誠心に基づく，非体 生産性，達成量につい 利潤に基づくボーナス， 会社全体の収益性に基
報　　酬 系的。温情主義的 ての成果との結ぴつき 左より主観的。現金報 づくボーナス，裁量的，

酬 チームヘの貢献度

単一職能のスペシャリ 職能スペシャリスト， 職能問で，事業部にま いろいろな多角化次元
キャリア スト 若干のゼネラリスト的 たがる本社一事業部問 の間のキャリア

傾向 への動き

リーダー
のスタイ
ルと統制

トップが業務決定，戦
略決定を人格的に統制

トップが賊略的決定，

業務決定を委譲
結果による間接的統制
を通じて業務を委譲。
既存の事業内で戦略の
一部を委譲。

共同決定，多元的な報
告関係コン7リタト解
消者

所有者の要求vs企業 統合の程度。市場占有 事業による資源配分。 諸次元への参入・退出，
嚇鋤選択 の要求 牢。製品ラインの広さ 事業への参入・退出， 諸次元の優先順位の設

成長率 定とパワーバランス

引用：GalbraithandNathanson1978．ただし訳は，岸田民樹1985年，a：291頁，b：127頁のものを利用・

　1）は一部省略して利用させて頂いた。
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し
た
新
し
い
労
働
者
の
管
理
に
は
．
新
し
い
経
営
管
理
方
法
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
工
業
化
に
よ
る
経
済

成
長
は
、
労
働
者
の
学
歴
や
欲
求
の
高
度
化
を
生
み
、
そ
の
結
果
、
労
働
観
や
人
間
観
も
変
化
し
、
新
し
い
対
応
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
例
え
ば
、
組
織
に
お
い
て
は
、
中
央
集
権
か
ら
分
権
的
な
権
限
体
系
の
変
化
（
権
限
委
譲
）
が
求
め
ら
れ
、
事
業
部
制
の
導
入
、
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
組
織
（
岸
田
　
一
九
八
五
、
一
〇
章
）
、
あ
る
い
は
ベ
ソ
チ
ャ
ー
型
組
織
（
榊
原
　
一
九
八
五
、
八
ー
九
頁
）
が
導
入
さ
れ
始
め
た
。
そ
れ

は
、
硬
直
的
な
タ
テ
割
り
型
組
織
か
ら
柔
構
造
を
持
ち
、
小
集
団
中
心
の
流
動
的
な
組
織
へ
の
変
化
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
非
定
形
的

で
構
造
化
し
に
く
い
業
務
が
生
産
、
事
務
部
門
を
通
し
て
増
加
し
だ
す
と
、
個
々
の
労
働
者
に
対
す
る
権
限
委
譲
や
自
主
裁
量
権
の
拡
大

が
必
要
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
．
権
威
主
義
的
で
細
か
に
管
理
し
た
り
、
仲
間
主
義
を
強
調
し
な
が
ら
も
労
働
者
を
劣
等
者
の
ご
と

く
見
な
す
発
想
を
捨
て
、
労
働
者
の
人
間
的
資
質
の
潜
在
的
側
面
に
注
目
し
、
能
力
開
発
へ
の
意
欲
を
増
進
さ
せ
る
管
理
方
法
へ
の
変
更

を
要
請
す
る
（
幹
晋
お
§
召
甲
ω
）
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の
転
換
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
産
業
民
主
主
義
、
経
営
参
加
主

義
を
強
調
し
、
具
体
的
に
は
労
使
協
議
制
、
共
同
決
定
制
、
参
加
制
度
の
導
入
へ
と
進
ん
で
い
く
。
こ
う
し
て
、
組
織
の
構
造
や
命
令
．

指
揮
系
統
の
改
変
、
権
限
の
分
布
や
責
任
体
系
が
大
き
く
変
更
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
．
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
環
境
変
化
と

組
織
の
発
展
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の
組
織
の
特
質
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
第
一
表
a
b
と
し
て
引
用
し
て
示
し
た
．
参

照
し
て
頂
け
れ
ぽ
組
織
の
特
質
の
変
化
が
よ
く
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　
人
的
資
源
管
理
法
の
登
場

　
経
営
管
理
の
面
に
お
い
て
は
、
科
学
的
管
理
法
、
人
間
関
係
管
理
法
に
取
っ
て
替
わ
り
労
働
者
の
自
主
性
や
個
性
の
発
揮
、
責
任
の
増

大
に
対
応
で
き
る
人
間
の
雇
用
、
あ
る
い
は
人
間
の
資
質
の
向
上
を
援
助
す
る
タ
イ
プ
の
「
人
的
資
源
管
理
法
」
（
穿
ヨ
導
閃
馨
弩
塞

冒
彗
品
。
馨
邑
や
、
複
雑
で
多
様
な
性
格
と
技
術
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
適
材
適
所
の
配
置
を
行
っ
た
り
、
管
理
パ
タ
ー
ソ
を
適
宜
選
択
し
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第1図　ダウ・コーニング社のマトリックス組織

会長

その他のサーヴィス

．スト＠．弟

1 l　　l　　l 1
レ

販売
部門

生産
部門

技術開発
部　　　門

調査
部門

評価・統制

部　　　門

〆〉一 ン→事業・1 ＿＿．o噂・一一一一
、 ＞

一 q
一國一K 〉・一 一一く）一一一一一一〇一一一一一く＞一一一・一＜）事業委員会

一　　一

一　　一　，

一事業3 一　　『 一一一一く）一一一一一く＞一一一一一く）

ヨ事業4卜

￥来

職能的

専門化

一
一 一能斗一1

将

引用：GalbraithandNathanson1978．ただし訳は第1表に同じ（302頁）。

利
用
し
て
、
複
雑
な
、
そ
し
て
変
化
に
富
む
労
働
条
件
や
組

織
に
対
応
し
て
、
人
々
を
管
理
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
く

「
コ
ソ
テ
ィ
ソ
ジ
ェ
ソ
シ
ー
理
論
」
（
0
8
菖
凝
窪
蔓
卜
琶
3
㌣

＆
を
土
台
と
す
る
変
化
適
応
的
管
理
法
が
登
場
し
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
第
一
表
a
b
で
見
た
よ
う
に
組
織
的

に
見
る
と
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
が
こ
れ
ら
に
適
合
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
の
一
例
は
第
一
図
と
し
て

示
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
人
的
資
源
管
理
法
は
、
い
わ
ゆ
る
自
己
実
現
欲
求
を
持
ち

達
成
動
機
の
強
い
「
自
己
実
現
人
」
（
絶
富
。
言
邑
邑
夷
目
導
）
、

あ
る
い
は
合
理
的
意
思
決
定
能
力
を
持
つ
こ
と
も
可
能
と
す

　
　
　
　
ジ
ソ

る
「
管
理
人
」
（
呂
巨
昌
貫
葺
お
目
弩
）
仮
説
を
土
台
と
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ソ
シ
ー
理
論
は

複
雑
な
環
境
に
人
々
は
適
応
で
き
る
、
あ
る
い
は
複
雑
な
環

境
に
対
応
し
得
る
ほ
ど
人
々
は
多
様
な
性
格
を
示
す
と
い
う

「
複
雑
人
」
（
8
ヨ
冨
N
目
彗
）
仮
説
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ

こ
で
、
こ
う
し
た
人
間
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

自
己
実
現
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う
に
な

る
で
あ
ろ
う
（
関
根
　
一
九
八
○
、
一
一
四
－
五
頁
）
。
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（
一
）
　
人
問
の
動
機
は
階
層
化
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い
る
と
仮
定
で
き
る
．

　
　
い
る
。

（
イ
）

（
・
）

（
ハ
）

（
二
）

（
ホ
）

す
な
わ
ち
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て

　
（
二
）
　
人
問
は
低
次
の
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
と
、

　
　
　
せ
な
い
労
働
者
で
さ
え
、

　
　
　
い
る
と
い
う
意
識
、

　
（
三
）
　
人
は
仕
事
の
上
で
成
長
す
る
こ
と
を
求
め
、

　
　
　
独
立
性
を
発
揮
し
、

　
　
　
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
（
四
）
　
人
は
本
来
的
に
内
的
に
動
機
づ
け
ら
れ
自
己
統
制
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
部
か
ら
課
さ
れ
る
刺
激
や
統
制
は
む
し
ろ
人
を

　
　
　
脅
か
し
、
適
応
を
未
熟
な
ら
し
め
る
。

　
（
五
）
　
自
己
実
現
の
欲
求
と
組
織
を
効
果
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
は
、
本
来
的
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
適
切
な
機
会
さ
え
与
え

　
　
　
ら
れ
れ
ば
、
人
間
は
自
発
的
に
自
己
の
目
標
と
組
織
の
目
標
を
統
合
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
人
間
の
欲
求
が
高
次
化
す
る
、
あ
る
い
は
教
育
、
専
門
的
資
格
の
高
ま
り
が
一
般
化
す
る
と
、
人
間
の
合
理
的
態
度
や
行
動
を

強
調
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
が
管
理
人
仮
説
で
あ
る
（
関
根
　
一
九
八
q
一
一
七
ー
八
頁
V
．

生
存
、
安
全
、
保
障
を
求
め
る
単
純
な
欲
求

社
会
的
欲
求
お
よ
び
認
め
ら
れ
た
い
と
い
う
欲
求

自
我
の
満
足
（
品
。
密
ぎ
獄
＆
8
）
を
求
め
る
欲
求
お
よ
び
自
尊
（
絶
ぽ
§
聾
）
に
対
す
る
欲
求

自
律
と
独
立
の
欲
求

自
分
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
最
高
度
に
活
用
す
る
と
い
う
意
味
で
の
自
己
実
現
の
欲
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
高
次
な
欲
求
が
触
発
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
最
下
層
の
大
し
た
才
能
も
持
ち
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
他
の
欲
求
が
大
体
に
お
い
て
満
た
さ
れ
る
と
、
仕
事
に
お
け
る
自
己
実
現
、
意
義
の
あ
る
仕
事
を
し
て

　
　
　
　
　
仕
事
の
完
成
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
成
長
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
成
長
と
は
、
あ
る
程
度
の
自
律
性
と

　
　
　
　
　
広
範
な
時
間
的
展
望
を
持
ち
、
特
殊
な
能
力
と
技
量
を
伸
ば
し
、
環
境
へ
の
適
応
に
際
し
て
の
柔
軟
性
を
伸

11
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（
一
）
　
人
間
は
、
自
律
的
な
意
思
決
定
者
で
あ
り
、
か
つ
自
由
意
思
を
持
つ
能
動
的
な
問
題
解
決
者
（
質
量
昏
毘
＜
＆
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
意
思
決
定
は
、
完
全
な
意
味
で
の
合
理
性
（
客
観
的
合
理
性
〉
を
持
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
「
制
約
さ
れ
た
合
理
性
」
（
主

　
　
　
観
的
合
理
性
）
の
も
と
で
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
人
間
は
常
に
そ
の
制
約
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。

　
（
三
）
　
人
間
は
自
己
の
欲
求
満
足
水
準
を
持
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
達
成
す
べ
き
個
人
目
標
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
達
成
水
準
に
満

　
　
　
足
を
感
じ
た
時
、
従
来
の
行
動
を
続
け
る
が
不
満
足
の
時
は
代
替
行
動
を
探
究
す
る
．
す
な
わ
ち
不
満
足
が
生
産
性
向
上
の
原
動

　
　
　
力
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
は
個
人
の
目
標
と
組
織
の
目
標
の
同
一
化
が
高
い
場
合
で
あ
る
．

　
（
四
）
　
人
間
は
非
干
渉
型
監
督
の
も
と
に
お
い
て
は
組
織
目
標
へ
の
同
一
化
の
度
合
い
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
欲
求
と
期
待
、
価
値
観

　
　
　
は
高
い
次
元
の
も
の
を
所
有
す
る
と
仮
定
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
人
間
の
欲
求
の
複
雑
化
と
環
境
の
多
様
性
、
変
動
性
が
意
識
さ
れ
て
く
る
と
、
人
間
仮
説
も
複
雑
人
を
登
場
さ
せ
る
よ
う
に

な
る
が
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
特
色
を
持
っ
て
い
る
（
関
根
　
一
九
八
○
、
一
一
七
－
八
頁
）
。

　
（
一
）
　
人
間
は
複
雑
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
極
め
て
変
化
し
や
す
い
．
人
間
の
動
機
は
重
要
性
に
基
づ
い
て
階
層
化
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
こ
の
階
層
は
時
と
状
況
に
応
じ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
動
機
は
相
互
作
用
を
起
こ
し
、
互
い
に
結
合
し
て
複
雑
な

　
　
　
動
機
の
型
を
作
り
上
げ
る
（
例
え
ば
、
お
金
は
自
己
実
現
を
容
易
に
す
る
が
故
に
、
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
経
済
的
動
因
が
自
己
実
現
と

　
　
　
同
じ
機
能
を
果
た
す
）
。

　
（
二
）
　
人
間
は
組
織
で
の
経
験
を
通
し
て
、
新
し
い
動
機
を
学
び
と
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
あ
る
人
の
現
在
の
動
機
の
型

　
　
　
お
よ
び
組
織
と
の
間
に
結
ぶ
心
理
的
契
約
は
、
結
局
、
そ
の
人
が
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
欲
求
と
組
織
で
の
経
験
と
の
間
の
複
雑

　
　
　
な
相
互
作
用
の
結
果
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
組
織
が
違
え
ば
、
ま
た
同
じ
組
織
で
も
部
署
が
違
え
ば
、
人
々
の
動
機
も
異
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
公
式

　
　
　
組
織
の
な
か
で
疎
外
さ
れ
た
人
は
、
組
合
や
非
公
式
組
織
の
な
か
で
自
ら
の
社
会
的
欲
求
や
自
己
実
現
の
欲
求
を
充
足
し
て
い
る

12
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か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
管
理
者
の
場
合
の
よ
う
に
、
仕
事
そ
の
も
の
が
複
雑
で
あ
れ
ば
、
仕
事
の
な
か
で
様
々
な
欲
求
を
満
た

　
　
　
す
で
あ
ろ
う
。

　
（
四
）
　
人
間
は
様
々
な
欲
求
に
基
づ
い
て
、
組
織
に
生
産
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
個
人
の
究
極
的
な
満
足
と
組

　
　
　
織
の
究
極
的
な
有
効
性
と
は
、
た
だ
部
分
的
に
そ
の
個
人
の
性
質
に
依
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
仕
事
の
性
質
と
そ
の
仕
事
に
つ
い

　
　
　
て
い
る
人
の
能
力
と
経
験
や
組
織
の
な
か
の
他
の
人
た
ち
の
性
質
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
は
相
互
の
作
用
し
合
っ
て
具
体
的
な
仕

　
　
　
事
の
仕
方
と
感
情
を
生
み
だ
す
。
例
え
ば
、
非
常
に
熟
練
し
て
い
る
が
や
る
気
の
な
い
労
働
者
は
、
仕
事
は
全
く
下
手
だ
が
非
常

　
　
　
に
や
る
気
の
あ
る
労
働
者
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
貢
献
し
か
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
満
足
し
て
い
る
か
も
し
れ
な

　
　
　
い
。

　
（
五
）
　
動
機
や
能
力
や
仕
事
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
人
間
は
様
々
な
管
理
戦
略
に
反
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
常
に
す
べ
て

　
　
　
の
人
々
に
有
効
な
た
だ
一
つ
の
正
し
い
管
理
戦
略
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
脱
工
業
社
会
の
経
営
と
組
織
管
理
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
る
人
間
仮
説
は
、
一
瞥
し
た
だ
け
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
能
動
的
な
性
格
を

示
す
。
そ
の
結
果
、
経
営
と
組
織
の
選
択
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
工
業
化

の
時
代
と
は
大
き
く
人
間
観
が
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
人
間
に
対
す
る
信
頼
感
も
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
う
し
た
人
間
能
力
に
対
す
る
確
信
の
高
ま
り
が
、
生
産
工
程
に
お
け
る
Q
C
サ
ー
ク
ル
、
T
Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
を
盛
ん
に
す
る

と
と
も
に
、
事
務
、
研
究
部
門
で
も
自
律
的
小
集
団
活
動
を
推
進
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．
た
だ
、
コ
ソ
テ
ィ
ソ
ジ
ェ
ン
シ

ー
理
論
が
想
定
し
て
い
る
複
雑
人
仮
説
は
、
時
に
は
単
純
作
業
や
退
屈
な
反
復
作
業
労
働
に
対
し
て
、
適
合
的
な
労
働
者
を
探
し
て
く
れ

ぽ
そ
れ
で
よ
く
、
労
働
の
質
の
改
善
な
ど
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
方
に
も
つ
な
が
る
危
険
が
あ
る
の
で
そ
の
点
は
注
意
し
た
い

が
、
多
様
な
環
境
に
対
し
て
も
適
応
力
を
人
間
は
持
つ
と
い
う
積
極
的
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
人
間
へ
の
期
待
は

相
当
高
ま
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
関
根
　
一
九
八
○
、
一
一
三
ー
五
頁
）
。
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脱
工
業
化
と
工
業
化
の
時
代
に
お
け
る
経
営
と
組
織
は
．
M
E
化
や
教
育
の
高
度
化
な
ど
に
よ
ウ
て
大
ぎ
く
異
な
る
性
質
を
持
つ
も
の

に
な
っ
た
。
む
ろ
ん
、
工
業
化
期
に
萌
芽
的
に
生
じ
た
傾
向
が
、
脱
工
業
化
期
に
拡
大
し
た
も
の
も
多
か
ろ
う
が
、
た
し
か
に
連
続
性
は

無
視
で
き
な
い
が
、
同
時
に
大
き
な
断
絶
的
な
変
化
が
十
分
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
脱
工
業
化
と
人
的
資
源
i
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル

14

　
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル
の
人
的
資
源

　
脱
工
業
化
に
お
け
る
人
的
資
源
に
つ
い
て
見
る
こ
と
は
、
望
ま
し
き
人
材
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な
る
。
本
節
で
は
、
前
節
ま
で
の
議

論
を
踏
ま
え
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。
ま
ず
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル
か
ら
始
め
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル
の
人
々
に
要

求
さ
れ
る
人
材
は
、
一
般
的
な
形
で
い
う
と
「
革
新
的
企
業
家
精
神
」
（
一
暮
。
奉
馨
霊
客
お
質
雪
Φ
蓼
げ
琶
を
持
つ
人
々
で
あ
る
．
こ
の
概
念

は
」
・
A
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
（
筐
≡
目
冨
§
訳
一
九
七
七
）
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
み
た
い
。

　
一
般
に
、
企
業
家
の
機
能
は
生
産
要
素
を
結
合
し
総
合
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
そ
し
て
技
術
な
ど
の
生

産
諸
力
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
．
た
だ
、
こ
れ
が
単
に
毎
年
循
環
的
に
行
わ
れ
、
規
則
化
、
定
形
化
し
た
活
動
で
あ
る
な
ら
ば
、
革

新
的
企
業
家
と
は
い
え
な
い
．
む
し
ろ
適
合
的
企
業
家
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
今
ま
で
の
結
合
状
況
を
破
壊
し
、
新
し
い
状
況
に
対
応
す

る
よ
う
な
新
し
い
結
合
を
達
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
以
下
の
諸
点
に
お
い
て
革
新
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
対
木
　
一

九
八
四
、
四
七
－
八
頁
）
。

　
（
一
）
　
新
し
い
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
新
し
い
品
質
を
持
つ
も
の
を
生
み
だ
す
。
こ
れ
ら
は
消
費
者
に
と
っ
て
も
、
競
争
企
業
に

　
　
　
と
っ
て
も
真
新
し
い
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
二
）
　
新
し
い
生
産
方
法
の
導
入
を
行
う
。
こ
れ
も
当
該
産
業
に
お
い
て
未
知
で
あ
っ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
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こ
れ
に
ば
以
下
の
二
つ
の
や
り
方
が
あ
る
．

　
　
　
（
イ
）
今
ま
で
と
は
全
く
異
な
っ
た
生
産
方
法
の
開
発
を
す
る
場
合
。

　
　
　
（
ロ
）
従
来
の
方
法
を
新
し
い
組
合
わ
せ
の
も
と
で
使
用
す
る
と
い
う
場
合
。

　
（
三
）
　
新
し
い
販
路
の
開
拓
（
国
際
市
場
へ
の
進
出
な
ど
）
。

　
（
四
）
　
原
料
、
半
製
品
の
新
し
い
供
給
源
の
開
拓
。

　
（
五
）
　
新
し
い
組
織
の
開
発
と
新
し
い
タ
イ
プ
の
組
織
間
関
係
を
作
り
だ
す
。
前
者
は
組
織
開
発
（
O
D
）
あ
る
い
は
組
織
革
新
で
あ
り
、

　
　
　
後
者
は
異
業
種
間
交
流
や
合
併
な
ど
を
意
味
す
る
。

　
革
新
が
、
以
上
の
五
領
域
に
お
い
て
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
革
新
的
あ
る
い
は
創
造
的
で
あ
る
と
呼
ば
れ
る
に
は
、
一
そ
の

背
後
の
考
え
方
や
発
想
に
独
自
性
が
見
ら
れ
、
従
来
か
ら
広
範
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
考
え
方
や
発
想
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
打
ち
破
る
要

素
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
新
し
い
知
識
の
獲
得
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
加
護
野
　
一
九
八
三
、
一
一
－
二
頁
）
。
こ

う
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
五
領
域
の
す
べ
て
な
い
し
は
特
定
領
域
で
の
革
新
を
求
め
て
実
践
し
、
循
環
運
動
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
慣

行
的
軌
道
を
離
脱
し
、
新
軌
道
へ
と
企
業
活
動
を
転
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
革
新
者
と
い
う
の
で
あ
る
。
第
二
表
a
b
に
お
い
て

革
新
的
企
業
家
と
そ
う
で
な
い
企
業
家
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
の
で
参
照
し
て
欲
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
表
で
は
革
新
的
企
業
家
を
探
索
型

企
業
者
と
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
防
衛
型
企
業
者
と
し
て
い
る
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
。

　
革
新
的
企
業
家
の
特
質

　
今
日
の
よ
う
に
、
大
量
生
産
の
原
理
に
基
礎
を
置
く
重
化
学
工
業
の
発
展
と
成
熟
化
が
進
み
、
経
済
成
長
率
の
上
昇
は
も
は
や
こ
れ
ら

の
産
業
に
多
く
を
期
待
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
時
に
、
先
の
五
領
域
の
革
新
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
ベ
ソ
チ
ャ
ー
．
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
り
、

そ
の
経
営
者
達
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
革
新
的
企
業
家
は
ベ
ソ
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け
に
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
内
ベ
ソ
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第2表企業者と技術の類型

a：探索型の特徴

企業者的問題
《問　題》

　新しい製品と市場をどのように見出して，開

発するか

《解決策》

1．事業領域を広くとり，常に発展させていく

2．環境の条件と出来事を，広い範囲にわたっ

　て監視する

3．業界に変化を作聖）出す

4．製品と市場の開発によって成長する

5．急速な成長もありうる

《コストと利点》

　製品と市場の革新は，環境の変化から組織を

守る。しかし，この組織は利益性が低くなり，

資源が拡張しすぎる危険に陥る。

技術的問題
《間　題》

　・単一の技術過程に長期にわたってかかわりす

ぎることをどのようにして避けるか

《解決策》

1．柔軟で，試作的な技術を持つ

2．複数の技術を持つ

3．常規化と機械化を低くとどめる

　人間に技術を持たせる

《コストと利点》

　技術の柔軟性によって事業領域の変化に素早

く対応しうる。しかし，複数の技術があるため

に，生産と販売のシステムの効率を最高にする

ことはできない。

b　l防衛型の特徴

企業者的問題
《問　題》

安定した製品と顧客の組合わせを作り出すた

めに，いかに全体市場の一部を「聖域化する」か

《解決策》

1．狭く安定した事業領域

2．事業領域の積極的維持（たとえば，競争的

　価格政策，優れた顧客サーピス）

3．事業領域外での開発を無視する

4．主に市場浸透策を通じて，注意深く漸進的

　に成長する

5．現在の製品またはサービスに密接に結ぴつ

　いた製品開発

《コストと利点》

　その組織を業界内のそれにふさわしい場所か

ら追い出すことは，競争者にとって難しい。が，

一方では，市場の大きな変化が，その生存を脅

かすことになろう。

ま支　　往『　白勺　　問　　題

《問　題》

　いかに効率的に財またはサービスを生産し，

流通させるカ・

《解決策》

1．コスト効率指向の技術

2．単一の中核技術

3．垂直統合

4．効率性を維持するための技術上の絶え間な

　い改善

《コストと利点》

　技術的効率が組繊成果の中心になる。しかし，

技術への大きな投資は，技術的問題が長期に安

定しており，予測可能であり続けるということ

を前提にしている。

引用；岸田民樹1985年，135－6頁。
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チ
ャ
ー
を
計
画
し
実
施
し
て
い
る
大
企
業
は
も
と
よ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
新
し
い
困
難
で
不
確
実
な
状
況
の
な
か
で
生
き
残
る
た
め

の
模
索
を
し
て
い
る
企
業
に
は
、
革
新
的
経
営
者
が
必
要
で
あ
る
（
大
滝
　
一
九
八
四
）
。
こ
う
し
た
機
能
を
遂
行
す
る
人
材
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
か
否
か
、
す
な
わ
ち
人
的
資
源
の
良
悪
が
企
業
の
将
来
を
決
め
、
ひ
い
て
は
脱
工
業
化
の
成
否
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
革
新
的
企
業
家
の
特
質
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
小
川
　
一
九

八
四
、
四
－
七
頁
、
清
成
　
一
九
八
四
、
三
二
ー
四
頁
）
。

　
（
一
）
　
一
般
的
な
経
営
者
よ
り
は
高
学
歴
で
あ
り
、
技
術
な
い
し
は
経
営
に
対
し
て
専
門
的
資
格
を
所
持
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
．

　
（
二
）
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
個
性
、
創
造
力
、
発
想
転
換
能
力
そ
し
て
広
い
視
野
を
持
つ
。

　
（
三
）
　
達
成
欲
求
が
強
く
、
自
己
の
創
造
力
、
能
力
を
世
に
問
う
た
め
に
、
既
存
の
組
織
を
離
れ
る
ほ
ど
の
自
己
実
現
の
欲
求
が
強
い
。

　
　
　
実
際
に
、
大
企
業
や
そ
の
研
究
所
、
大
学
か
ら
ス
ピ
γ
・
オ
フ
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
強
い
。

　
（
四
）
　
対
人
関
係
能
力
の
高
い
人
間
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
を
動
機
づ
け
る
こ
と
が
う
ま
い
と
か
、
感
化
、
共
鳴
さ
せ
る
説
得
能
力
を

　
　
　
身
に
付
け
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
経
営
陣
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

脱工業社会の経営，組織，人的資源

（
五
）

（
六
）

　
健
康
な
人
間
性
と
体
力
を
持
つ
。
健
康
、
健
全
な
る
人
間
性
と
は
以
下
に
示
さ
れ
た
特
質
を
持
つ
こ
と
を
い
う
。

（
イ
）
何
か
ら
で
も
学
ぶ
素
直
さ
と
謙
虚
さ

（
ロ
）
豊
か
な
感
受
性

（
ハ
）
他
の
人
の
た
め
を
計
る
こ
ま
や
か
な
心

（
二
）
明
る
さ
、
冷
静
さ
な
ど
の
情
緒
の
安
定

（
ホ
）
積
極
性
と
志
の
高
さ

　
経
営
哲
学
や
目
的
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
自
己
の
職
務
を
天
職
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
実
行
力
と
難
局
に
耐
え
る
能
力
、

す
な
わ
ち
体
力
と
精
神
力
を
持
っ
て
い
る
．
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性
質
と
い
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
細
か
く
議
論
す
れ
ば
き
り
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
今
挙
げ
た
特
性
だ
け
を
見
て
も
矛
盾
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
達
成
動
機
の
強
い
人
は
、
往
々
に
し
て
自
己
中
心
的
で
あ
り
、
他
人
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
や
す
い
と
以
前

よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
人
間
関
係
能
力
と
矛
盾
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
理
念
型
と
し
て
み
れ
ば
、
企
業
家
の
特

性
を
探
る
上
で
は
十
分
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
の
特
質
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
官
僚
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
で
は
な
く
、

革
新
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
つ
者
と
い
え
よ
う
。
む
ろ
ん
、
革
新
的
企
業
家
は
、
前
工
業
化
か
ら
工
業
化
へ
の
移
行
の
時
に
も
出
現
す

る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
、
現
在
だ
け
必
要
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
い
つ
で
も
時
代
の
大
き
な
転
換
点
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人

材
な
の
で
あ
る
（
吉
森
　
一
九
八
六
）
。
し
か
し
、
今
後
も
不
確
実
な
時
代
が
続
く
限
り
必
要
な
人
材
で
あ
り
、
今
日
ほ
ど
大
量
に
要
求
さ

れ
て
い
る
時
代
は
今
ま
で
に
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
小
川
　
一
九
八
四
b
、
三
頁
）
。

18

四
　
脱
工
業
化
と
人
的
資
源
－
一
般
事
務
・
労
働
者
レ
ベ
ル

　
一
般
事
務
・
労
働
者
レ
ベ
ル
に
お
け
る
小
集
団
作
業
化

　
一
般
事
務
・
労
働
者
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
、
生
産
、
事
務
労
働
部
門
労
働
者
で
あ
る
が
、
前
稿
に
お
い
て
既
に
脱
工
業
化
の
基
本
的
領

域
の
技
術
お
よ
び
労
働
に
お
い
て
述
ぺ
た
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
人
的
資
源
が
要
求
さ
れ
る
の
か
は
十
分
予
想
が
つ
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
工
場
の
生
産
工
程
に
お
け
る
F
A
化
お
よ
び
F
M
S
化
は
、
労
働
者
を
直
接
の
生
産
労
働
か
ら
引
き
離
し
て
、
ロ
ボ
ッ

ト
や
自
動
制
御
装
置
の
作
業
を
監
視
し
、
装
置
の
プ
ワ
グ
ラ
ミ
ソ
グ
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
お
け
る
修
理
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
肉

体
技
能
労
働
者
と
い
う
よ
り
は
技
術
者
に
近
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
職
務
は
、
装
置
の
監
視
の
み
な
ら
ず
、
常
に

技
術
者
達
と
協
力
し
て
生
産
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
向
上
の
た
め
の
改
善
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
1
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
要
求

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
（
小
川
　
一
九
八
四
a
．
八
ー
一
〇
頁
）
。
他
方
、
事
務
部
門
に
お
い
て
も
O
A
化
は
、
単
純
反
復
作



業
を
な
く
し
、
人
々
に
思
索
や
問
題
解
決
、
意
思
決
定
の
仕
事
を
拡
大
す
る
．
す
な
わ
ち
、
事
務
部
門
に
お
い
て
も
、
生
産
部
門
と
同
様

な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
関
根
　
一
九
八
八
、
一
七
二
ー
八
三
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
生
産
、
事
務
部
門
の
こ
う
し
た
動
き
は
、
必
然
的
に
小
集
団
活
動
を
活
発
に
す
る
。
例
え
ば
、
工
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る
M

E
機
器
の
修
理
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
、
あ
る
い
は
シ
ス
テ
ム
自
体
の
改
良
の
た
め
に
、
労
働
者
が
個
人
的
な
努
力
で
よ
い
ア
イ
デ
ア
を

脱工業社会の経営，組織，人的資源

第2図　職種別従業員数の増減（昭和52年度末→57年度末）

　　　　　　　　製　造　業　全　体

．一　♪．脇灘直接製造部門

」
’

P 『

脱・、㎜．雛管理部門

　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　　　　ノ　　　　　　’　　　　　　♂　　　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　！　　　　　ノ　　　　’

　　　　’　　　ノ’　　　’　　，’　　’　’　’’

　　　　’

’

㌧湿・、篇嚢販売部門

企画開発部門

増　　加変化なし減少

（注）1．「減少」，「変化なし」，「増加」と答えた企業の割合を示す（数字の単位は％

　　　2。直接製造部門：生産工租作業，工程管理等

　　　　管現部門：人事，労務，経理，財政，ピル・工場管理，警備等
　　　　販売部門：販売，商品メンテナンス，アフターサービス等
　　　　企画閉発部門；技術閉発，商品開発，広告，デザイン等

資料：通商産業省「製造業のソフト化に関する調査J中間報告（昭和59年4月）。

引用3通商産業省産業政策局企業行動課1985年184頁。

出
す
と
い
う
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
と
し
て
も

難
し
い
。
さ
り
と
て
、
専
門
技
術
者
の
み
で
は
現
場

の
人
々
の
要
求
を
無
視
し
た
改
良
案
を
だ
す
こ
と
に

な
り
や
す
い
。
実
際
に
は
、
労
働
者
と
技
術
者
と
の

問
の
協
同
作
業
や
、
・
・
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
よ
っ
て
様

々
な
ア
イ
デ
ア
、
問
題
解
決
案
が
出
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
今
日
、
工
場
レ
ベ
ル
で
の
Q
C
サ
ー
ク
ル
、
T

Q
C
サ
ー
ク
ル
活
動
、
準
自
律
的
作
業
集
団
（
器
邑
－

ゆ
暮
8
。
暮
農
讐
。
巷
。
α
）
な
ど
の
小
集
団
作
業
は
も
は

や
常
識
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
職
場
レ
ベ
ル
や
経
営

レ
ベ
ル
で
の
参
加
を
主
と
し
た
、
産
業
民
主
主
義
の

強
調
も
単
な
る
生
産
性
向
上
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

ハ
イ
テ
ク
化
へ
の
避
け
て
通
れ
な
い
選
択
の
結
果
で

濁
る
乏
考
え
る
必
要
が
出
て
く
る
に
違
い
な
い
（
通

産
省
企
業
行
動
課
　
一
九
八
四
、
一
九
ー
二
頁
、
安
井
　
一
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事業所が中堅技能者に期待する知識技能
　　　　（「重要度が高まった」の事業所構成比）
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九
八
八
、
九
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
な
現
象
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
に
も
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
や
タ
ス
ク
・
フ
ォ
ー
ス
の

利
用
で
あ
る
。
事
務
作
業
の
効
率
化
、
オ
フ
ィ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
始
め
、
新
し
い
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
発
見
と
品
質
向
上
な
ど
の

仕
事
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
ほ
う
が
生
産
的
で
あ
る
。
時
に
は
、
地
位
の
上
下
、
所
属
の
違
い
を
乗
り
越
え
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
と

い
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
務
部
門
に
お
い
て
も
、
小
集
団
作
業
化
へ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
．
そ
れ
故
に
、
生
産
部
門

で
あ
ろ
う
と
事
務
部
門
で
あ
ろ
う
と
、
個
々
の
労
働
者
の
仕
事
が
単
純
反
復
で
か
つ
孤
立
的
な
仕
事
か
ら
開
放
さ
れ
る
と
、
半
ば
必
然
的

に
、
非
定
形
的
で
創
造
的
で
、
集
合
的
な
仕
事
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
傾
向
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
吉
田
　
一
九
八
二
、
三

頁
）
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
一
九
七
七
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
の
製
造
業
に
お
け
る
職
種
別
従
業
員
の
増
減
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
（
第

二
図
）
。
す
な
わ
ち
製
造
、
管
理
、
販
売
部
門
に
対
し
て
企
画
開
発
部
門
で
の
従
業
員
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
製

造
業
内
部
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展
を
意
味
し
て
い
る
（
山
越
　
一
九
八
七
、
四
四
頁
）
。
ま
た
、
第
三
図
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
一

般
労
働
者
に
対
し
て
要
求
さ
れ
る
能
力
と
し
て
「
問
題
発
見
、
問
題
解
決
の
能
力
」
、
「
機
械
設
備
の
状
態
を
診
断
す
る
能
力
」
、
「
前
後
の

工
程
に
関
す
る
知
識
」
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
る
（
泉
　
一
九
八
七
、
一
一
四
頁
）
。
こ
う
し
た
状
況
に
な
る
と
、
個
々
人
の
努
力
で
は
解

決
の
つ
か
な
い
間
題
も
で
て
く
る
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
小
集
団
活
動
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
小
集
団
活
動
の
利
点
と
一
般
労
働
者
レ
ベ
ル
の
人
的
資
源

　
小
集
団
（
弩
毘
讐
。
巷
）
を
中
核
と
し
た
活
動
が
な
ぜ
重
視
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
個
人
の
創
造
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
個

人
の
み
の
力
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
も
の
を
得
る
た
め
に
集
団
の
創
造
性
（
鳴
。
唇
。
吋
婁
三
芝
）
が
見
直
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
グ
ル
ー
プ
思
考
（
讐
。
唇
彗
爵
一
眞
）
や
問
題
解
決
（
讐
。
唇
頁
＆
§
の
。
三
轟
）
に
い
く
つ
か
の
利
点
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
利
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点
の
う
ち
主
な
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
穐
山
　
一
九
八
五
、
加
護
野
　
一
九
八
五
）
。

　
（
一
）
　
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
思
考
の
実
践
に
お
い
て
視
座
の
転
換
が
可
能
と
な
り
、
グ
ル
㌧
フ
内
で
提
出
さ
れ

　
　
　
る
意
見
や
ア
イ
デ
ア
も
多
様
に
な
る
。
そ
れ
は
、
異
質
な
意
見
や
思
考
が
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
の
思
考
の

　
　
　
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
豊
か
に
さ
せ
る
。
異
質
情
報
の
支
配
に
よ
っ
て
個
々
人
の
思
考
力
と
同
時
に
、
グ
ル
ー
プ
の
創
造
力
も
高
め
る

　
　
　
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
メ
ソ
バ
ー
同
士
の
意
思
疎
通
が
可
能
と
な
り
、
人
間
関
係
の
向
上
と
改
善
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
と
も
す
れ
ば
陰
口
に
終
わ

　
　
　
っ
て
し
ま
う
批
判
も
人
間
関
係
改
善
の
た
め
に
公
に
さ
れ
、
向
上
の
た
め
の
糸
口
に
も
な
る
。
そ
の
結
果
、
問
題
解
決
や
仕
事
に

　
　
　
お
い
て
不
都
合
な
抵
抗
や
対
立
、
反
対
を
説
得
や
話
し
合
い
を
通
し
て
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
対
立
解
消
の
機
能
が
発

　
　
　
揮
さ
れ
る
。

　
（
三
）
　
複
数
の
相
手
に
向
か
っ
て
話
し
た
り
、
複
数
の
相
手
か
ら
の
反
応
に
よ
っ
て
思
考
活
動
が
、
構
造
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
個
人

　
　
　
の
考
え
方
が
他
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
社
会
的
流
通
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
メ

　
　
　
ソ
バ
ー
の
思
考
の
方
向
づ
け
や
促
進
も
可
能
と
な
る
ば
か
り
か
、
思
考
の
社
会
的
形
式
化
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
．

　
グ
ル
ー
プ
化
に
よ
っ
て
個
々
人
の
能
力
が
倍
加
さ
れ
る
と
同
時
に
、
独
善
的
な
ア
イ
デ
ア
も
討
論
を
通
し
て
有
用
な
ア
イ
デ
ア
と
な
る

な
ど
の
利
点
が
生
じ
、
さ
ら
に
、
人
間
関
係
に
も
よ
い
影
響
が
与
え
ら
れ
、
企
業
内
で
理
想
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
形
成
も
可
能
だ

と
い
う
わ
け
で
あ
る
．
様
々
な
部
署
か
ら
集
ま
る
従
業
員
に
よ
る
小
集
団
活
動
の
効
果
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
（
寺
本
　
一
九
八
六
）
。

　
と
こ
ろ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ソ
グ
と
は
、
本
来
的
に
は
「
技
術
や
産
業
の
一
層
高
度
な
発
展
に
よ
る
超
高
度
産
業
社
会
化
へ
の
傾
向
を
促

進
す
る
た
め
の
条
件
を
説
く
議
論
と
し
て
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
反
対
に
、
今
日
の
高
度
産
業
化
あ
る
い
は
超
高
度

産
業
化
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
つ
つ
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
社
会
的
な
病
理
現
象
を
克
服
す
る
た
め
の
社
会
的
な
手
掛
か
り
を
求
め
る

議
論
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
」
（
正
村
　
一
九
八
六
、
一
四
頁
）
が
、
こ
う
し
た
意
図
と
は
反
対
の
こ
と
が
企
業
、
産
業
内
部
に
応
用
さ
れ
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て
い
る
。
多
分
、
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
と
の
言
葉
の
類
似
性
と
と
も
に
、
小
集
団
活
動
の
原
則
が
類
似
す
る
た
め
、
本
来
の
意
図
と

異
な
る
応
用
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
企
業
内
に
お
け
る
官
僚
制
的
病
理
現
象
を
克
服
す
る
こ
と
は
組
織
に
と
っ
て
も
、

人
間
に
と
っ
て
も
都
合
よ
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
議
論
が
組
織
論
に
応
用
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
も
、
リ
ッ
プ
ナ
ッ
ク
と
ス
タ
ソ
プ
ス
（
＝
b
召
畠
導
山
幹
§
窟
訳
一
九
八
四
）
に
よ
る
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
原
則

は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
組
織
論
の
分
野
に
お
い
て
は
も
は
や
古
典
と
な
っ
た
リ
ッ
カ
ー
ト
（
＝
ぎ
詳
訳
一
九
六
四
、

訳
一
九
六
八
）
の
連
結
ピ
ン
と
経
営
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
と
類
似
し
て
お
り
、
と
く
に
目
新
し
い
も
の
と
は
思
え
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
構
造
と

過
程
に
分
け
ら
れ
て
い
る
（
正
村
　
一
九
八
六
、
一
五
頁
）
。

［
構
造
］

　
（
一
）

　
（
二
）

　
（
三
）

　
（
四
）

　
（
五
）

［
過
程
］

　
（
一
）

　
（
二
）

　
（
三
）

　
（
四
）

　
（
五
）

全
体
と
部
分
の
適
切
な
統
合
。

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
否
定
し
つ
つ
多
様
な
レ
ベ
ル
の
活
動
を
連
携
さ
せ
て
い
る
こ
と
．

集
権
的
官
僚
組
織
と
対
象
的
な
分
権
的
運
営
。

「
複
眼
的
」
な
も
の
の
見
方
を
も
つ
こ
と
。

多
頭
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
動
す
る
多
様
な
関
係
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

境
界
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
。

一
人
一
人
の
人
間
が
結
節
点
で
あ
り
、
ま
た
リ
ソ
ク
で
も
あ
る
こ
と
。

自
律
的
な
個
人
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
。

新
し
い
価
値
観
が
結
合
を
つ
く
り
あ
げ
る
要
因
で
あ
る
こ
と
。
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と
こ
ろ
で
、
小
集
団
特
有
の
ア
イ
デ
ア
や
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
創
造
能
力
は
、
官
僚
制
組
織
や
大
集
団
で
は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。

す
な
わ
ち
、
大
集
団
の
な
か
で
は
人
々
の
相
互
作
用
は
ど
う
し
て
も
疎
遠
に
な
り
や
す
く
、
メ
ン
バ
ー
相
互
の
ア
イ
デ
ア
、
思
考
の
交
換

も
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
集
団
の
目
標
や
活
動
自
体
も
認
識
し
に
く
く
な
る
と
同
時
に
、
メ
ン
バ
ー
個
々
の
貢
献
の
機
会
も
減
る
た
め
人

々
の
関
与
度
も
低
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
官
僚
制
の
場
合
の
問
題
は
、
そ
れ
が
も
と
も
と
定
形
的
で
構
造
化
さ
れ
た
仕
事
に
適

合
的
で
あ
り
、
命
令
・
指
揮
系
統
や
責
任
と
役
割
の
明
確
化
を
前
提
と
し
て
お
り
、
ど
う
し
て
も
統
合
、
コ
ン
ト
・
ー
ル
、
計
画
、
調
整

と
い
っ
た
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
秩
序
維
持
の
圧
力
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
異
質
性
よ
り
は
同
質
性
、
和
と
か
従

順
性
が
重
視
さ
れ
て
し
ま
う
。
人
間
は
、
無
意
識
に
既
存
の
知
識
や
思
考
の
パ
ラ
ダ
ィ
ム
と
合
致
す
る
知
識
に
こ
だ
わ
り
や
す
い
し
、
パ

ラ
ダ
イ
ム
に
合
致
し
な
い
知
識
に
対
し
て
は
抵
抗
を
示
し
や
す
い
。
ま
た
、
常
に
人
問
は
、
社
会
生
活
や
秩
序
の
安
定
と
予
測
可
能
性
を

欲
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
大
集
団
や
官
僚
制
は
、
そ
の
傾
向
を
助
長
し
や
す
い
の
で
あ
る
（
加
護
野
　
一
九
八
三
、
一
一
⊥
二
頁
）
。

　
し
か
し
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の
持
つ
革
新
意
欲
や
創
造
能
力
が
、
集
団
の
創
造

能
力
の
基
礎
に
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た
意
欲
や
能
力
を
持
た
な
い
人
々
、
す
な
わ
ち
内
発
的
動
機
づ
け
を
持
た
な
い
人
々
が
集
ま
っ
て
も

意
味
が
な
い
。
さ
ら
に
、
人
々
の
持
つ
潜
在
的
な
力
を
引
き
出
せ
な
い
雰
囲
気
、
例
え
ば
、
強
い
協
調
指
向
、
な
あ
な
あ
主
義
、
過
度
の

統
制
や
同
質
性
を
生
み
だ
す
集
団
文
化
が
存
在
し
た
り
、
権
威
主
義
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
型
が
実
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
集
団
の
持
つ
大

き
な
力
を
殺
す
こ
と
に
な
る
（
加
護
野
　
一
九
八
三
、
一
九
八
五
）
。
そ
れ
故
に
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
発
生
、
選
択
そ
し
て
維
持
と
発
展
の
た

め
の
参
加
的
管
理
を
主
体
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
が
必
要
と
な
る
が
．
そ
れ
を
権
威
主
義
的
管
理
を
生
む
り
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
と
比
較
し

た
も
の
を
第
三
表
に
示
し
た
の
で
参
照
し
て
ほ
し
い
。

　
そ
れ
故
に
、
小
集
団
活
動
す
べ
て
が
創
造
力
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
上
位
に
立
つ
経
営
者
や
管
理
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
型
、
組
織
の
構
造
あ
る
い
は
組
織
風
土
や
文
化
（
8
巷
。
翼
。
邑
言
邑
が
大
き
な
間
題
と
な
る
（
小
林
　
一
九
八
五
、
梅
沢
　
一
九

八
六
）
。
要
す
る
に
、
企
業
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
形
成
し
思
考
の
バ
リ
ニ
ー
シ
ョ
ソ
と
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
拡
大
し
、
新
し
い
ア
イ
デ
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第3表　リッカートのモデル

権威主義的管理 参加的管理

リーダーシップ 上司は部下を信頼していない。職務 上司は部下を信頼している。部下は

に関する問題について部下は上司に 職務に関連する問題について上司に

気楽に相談できない。上司も部下に 気楽に相談できる。上司も常に部下

意見やアイデアを求めようとしない。 の意見やアイデアを求めようとする。

組織成員の動機づけ 威嚇。罰則と報酬1組織目標達成の 参加的な報酬システム1参加的な目

責任は上級管理者に集中されている。 標，評価の設定。目標達成の責任は

全員が共有。

コミュニケーション 一方的∫上司から部下へのコミュニ 上方，下方および水平のコミュニケ

ケーション。上司は部下のもってい 一ション。上からの命令を受けるが，

る問題を知らない。 自由に疑問を表明することができる。

上司は部下の問題を知っている。

相互作用と影響力 上司との相互作用はなく，協力的な 上司と部下の問に広範な友好的相互

チームワークもない。 作用。多くの協力的なチームワーク。

意思決定 政策および業務決定はトップが行う。 意思決定は，相互に連結されたグル

公式の権限委譲は僅か。下部の成員 一プを通じて，組織の至る所でなさ

は組織の問題を知らない。上位，お れる。全員が組織の問題を知ってい

よぴ公式のスタッフグループにおい る。組織のどのレペルにおいても技

てのみ，技術的・専門的知識が利用 術的・専門的知織が利用可能。部下

可能。部下は作業に関連する決定に は作業に関連する決定に参加する。

参加しない。意思決定は，決定の遂 意思決定は決定の遂行を促がすよう

行を促すようにデザインされていな デザインされる。

いo

目標達成 命令が発せられて目標が設定される。 目標はグループ内での相談と合意に

目標は表面上受容されるが，内心は よって硅定される。目標は心から受

拒否される。 け容れられる。

統　　制 統制職能は上部レベルが掌握，非公 統制組織への広範な人々の参加。公

式組織は組織目標に反対。統制報告 式および非公式組織は組織目標に貢

は組織を支配し，反抗者を罰し，高 献。統制報告は，自己指導および協

い生産性をあげる者に報酬を与える 力的な問題解決のために使用される。

ために使用される。

引用：Khandwalla1977．ただし訳は第1表に同じ（12頁1。
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第4表

　　　　　　　　　　　　法学研究61巻7号（’88：7）

組職の創造性と組織特性の相関

次　元 項　　　　　　　　　目

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
発
生

異質情報の交配
横断的な入事異動が頻繁に行われている。

異質な背景をもつ人の組み合わせが重視されている。

組織単位の自律性
事業単位には業務遂行に関して大きな責任と権限が与えられている。

プロジニクト・チームには高度の自律性が与えられている。

なまの情報の還流
経営陣は社外に多様な情報源をもっている。

あいまいであっても鮮度の高い情報には敏感に反応する。

内発的動機づけ
仕事そのものの面白さや課題への挑戦が，士気を盛りあげている。

個人のユニークさや独創性が重視される。

ゆさぶり
経営トップは，時には無理とも思えるような決断をする。

失敗を恐れず高い目標が設定される。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
選
択

実験主義
面白いアイデアは多少の危険があっても実行される。

新しい試みが実験的に実行に移される。

非階層的な相互作用
公式の経路以外に，様々な情報ネットワークがはりめぐらされている。

部署間の情報交流が頻繁に行われている。

階層の超越

経営トップは，好んで現場に顔を出し，社内で何が起こりっっあるか

’を掌握しようとしている。

経営陣は現場の提案を重視する。

分析的選択※
提案は慎重に分析・検討されてから実行に移される。

新しい行動をとるために，市場調査が体系的に行われている。

保
　
　
　
存

ルースな編成原理
経営戦略は，具体的な計画というよりも，ピジョンに近い。

社内の成功例がモデルとしてすばやく周知され，実行される。

タイトな編成原理※
戦略・実行計画が遵守されている。

無理のない実行計画が策定される。

秩序維持の圧力※
社内の和が重視される。

定まった仕事をきっちりとやりぬく入が尊敬される。

※　創造性悲負の関係を持つと子測された次元。

引用：加護野　ユ985年，17頁より部分的に引用。
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ア
を
ど
し
ど
し
試
み
る
実
験
主
義
や
、
よ
り
よ
い
ア
イ
デ
ア
の
選
択
能
力
を
高
め
る
た
め
の
新
た
な
組
織
的
秩
序
を
維
持
で
き
る
環
境
を

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
組
織
環
境
が
必
要
か
と
い
う
点
で
は
多
く
の
意
見
が
あ
ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
一
例
を
示
す
と

第
四
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
小
集
団
活
動
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
の
重
要
性
と
、
実
際
に
活
動
す
る
労
働
者
に
要
求
さ
れ
る
資
質
の
問
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、

個
々
一
般
労
働
者
レ
ベ
ル
に
も
、
今
後
趨
勢
と
し
て
要
求
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
特
質
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

そ
れ
ら
は
、
経
営
・
管
理
者
レ
ベ
ル
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

脱工業社会の経営，組織，人的資源

（
一
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

　
こ
れ
ら
は
、

す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ど
の
く
ら
い
調
達
で
き
て
、

業
、
産
業
の
問
題
と
な
る
。

教
育
レ
ベ
ル
の
高
度
化

人
間
関
係
技
術
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
度
化

個
性
的
ア
イ
デ
ア
の
創
造
能
力
と
広
い
視
野

作
業
目
標
や
仕
事
の
流
れ
を
把
握
す
る
能
力
、
す
な
わ
ち
シ
ス
テ
ム
思
考
の
充
実

高
度
な
欲
求
水
準

　
　
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
別
な
く
、
新
し
い
ハ
イ
テ
ク
化
、
脱
工
業
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
分
野
で
は
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
的
資
源
が
、
先
に
述
べ
た
経
営
者
、
管
理
者
も
含
め
て

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
結
果
、
脱
工
業
化
の
た
め
の
前
提
条
件
を
ど
の
く
ら
い
整
備
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
先
進
諸
国
の
企

　
　
　
　
　
五
　
結

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、

　
論
ー
残
さ
れ
た
問
題

技
術
と
労
働
、
職
務
編
成
の
変
化
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

経
営
と
組
織
戦
略
に
大
ぎ
な
影
響
を
与
え
る
に
違
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第5表微視的社会変動の概観

　　脱工業社会

無限新エネルギー

再生可能

新素材

ニューセラミックス等）

マイクロエレクトニクス

多品種・少量生産

財，サービス，情報等）

省エネルギー型

多能工的熟練，技術者化

プログラム，保全作業，複雑化

粘神／監視労動化

プロジェクト，タスクフォース

マトリックス組織

人的資源管理法，コンティンジ

ェンシー管理法

ネットワーキング

軽薄短小

変動領域　　　　　前工業社会　　　　　工業社会

エネルギー　　生物・人力等　　　有限化石燃料

　　　　　　　伝統的・自然的　　再生不可能（困難：

素材　　　　　未加工自然素材　　加工素材（旧素材

　　　　　　　（石，木，土等）　（鉄，セメント等

技術　　　　　道具　　　　　　　大型機械工場

　　　　　　　　　　　　　　　少品種・大量生産

エネルギー浪費型

半熟練

画一化，標準化

精神／肉体分離

巨大官僚組織

直轄化

科学的管理法

人間関係管理法

タテ型社会関係

重厚長大　　→

労働　　　　　万能的熟練

　　　　　　経験，

　　　　　　カン，コツ

組織／管理　　請負

　　　　　　成行管理

全般的動向

い
な
い
。
本
稿
で
は
、
工
業
社
会
か
ら
脱
工
業
社
会
へ
の
移
り
変

わ
り
の
な
か
で
、
す
な
わ
ち
、
（
一
）
経
済
低
成
長
、
不
安
定
な
社

会
環
境
と
人
々
の
高
度
化
す
る
欲
求
変
化
の
な
か
で
、
少
品
種
・

大
量
生
産
型
で
標
準
化
、
画
一
化
経
営
戦
略
の
不
適
応
化
と
、
（
二
）

組
織
内
で
働
く
人
々
の
教
育
、
欲
求
水
準
と
期
待
の
高
ま
り
の
な

か
で
官
僚
制
型
の
硬
直
組
織
は
、
同
じ
よ
う
に
不
適
応
を
起
こ
す

に
違
い
な
い
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
経
営
戦
略
と
組
織
戦
略
に
つ

い
て
考
え
て
き
た
．
結
果
的
に
は
、
不
安
定
で
将
来
を
見
通
し
に

く
い
脱
工
業
社
会
で
は
、
な
に
よ
り
も
変
化
適
応
的
で
創
造
的
な

人
物
の
雇
用
と
育
成
が
成
功
す
る
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
．
そ
こ
で
、
前
稿
（
関
根
　
一
九
八
八
）
で
扱
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
・
技
術
、
労
働
に
お
け
る
変
動
と
と
も
に
基
本

的
領
域
の
全
体
像
を
第
五
表
の
よ
う
に
ま
と
め
、
今
後
の
問
題
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
特
徴
を
考
え
る
時
、
新
し
い
時
代
の
経

営
、
組
織
戦
略
に
適
合
的
な
人
も
い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
人
も
い

る
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
し
て
浮
か
ん
で
く
る
。
例
え
ば
、
工
業

化
時
代
に
若
い
時
期
を
過
ご
し
、
今
や
中
高
年
齢
層
に
な
っ
て
い

る
人
々
、
あ
る
い
は
経
済
的
な
理
由
か
ら
十
分
な
高
等
教
育
を
受
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け
ら
れ
な
か
っ
た
人
々
、
育
児
、
家
庭
生
活
に
縛
ら
れ
て
い
る
た
め
に
十
分
な
就
業
機
会
を
持
て
な
い
主
婦
、
ま
た
、
日
本
で
も
最
近
間

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
外
国
人
労
働
者
な
ど
言
語
的
、
文
化
的
異
質
性
に
基
づ
い
て
不
利
益
を
被
っ
て
い
る
人
々
、
身
体
障
害
を
持
ち
十
分

働
け
な
い
人
々
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
人
々
、
高
齢
者
、
非
高
学
歴
者
、
主
婦
・
女
性
、
外
国
人
労
働
者
や
移
民
と
難
民
、
身
体
障
害

者
な
ど
新
し
い
社
会
変
化
の
波
に
十
分
乗
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
英
才
職
種
と
呼
ば
れ
る
仕
事
に
就
く
こ
と
が
難
し
い
。
一
方
で
、
産
業
の
高

度
化
、
職
業
の
高
度
化
に
適
応
す
る
労
働
力
の
調
達
が
叫
ば
れ
る
な
か
で
、
他
方
で
無
視
、
軽
視
さ
れ
る
人
間
と
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
は

取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
（
ω
9
毒
善
導
畠
蜜
Φ
竃
詩
訳
一
九
八
五
．
六
章
）
．

　
新
し
い
時
代
の
変
化
に
適
応
し
や
す
い
人
々
と
そ
う
で
な
い
人
々
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
放
っ
て
お
け
ば
人
々
の
間
に
不
公
平

を
拡
大
し
公
正
さ
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
脱
工
業
社
会
に
お
い
て
は
人
々
の
公
平
な
る
労
働
参
加
の
み
な
ら
ず
、
結
果
あ
る
い
は
分
配
の

公
正
や
正
義
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
（
切
亀
訳
一
九
七
五
、
五
七
一
i
四
頁
）
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
進
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
と
い
う
問
題
は
、
い
か
に
し
て
変
化
適
応
的
で
自
己
実
現
欲
求
を
持
ち
創
造
性
に
富
む
人
々
を
育
成
す
る
か
と
い
う
問
題
と
同
じ

よ
う
に
重
大
な
問
題
と
な
る
に
違
い
な
い
。

脱工業社会の経営，組織，人的資源

引
用
・
参
照
文
献

穐
山
貞
登
　
一
九
八
五
　
「
創
造
的
な
活
動
の
た
め
の
組
織
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
二
i
一
〇
。

守
眞
U
導
芭
（
お
お
）
噛
『
ぎ
Q
§
ミ
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亀
、
§
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§
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等
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匙
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§
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現
代
政
治
の
限
界
』
人
間
の
科
学
社
。

国
程
い
型
ヌ
彗
Ω
冒
串
①
さ
≦
。
冒
●
（
一
〇
譲
y
山
ミ
恥
§
ミ
R
＆
ぎ
ミ
。
魯
§
o
Q
。
§
蛍
N
＆
①
傷
弓
2
①
≦
帰
。
吋
ざ
寄
巳
。
葺
国
。
羨
①
．

O
巴
酵
鉱
芸
矯
笥
’
閑
，
ゆ
巳
2
暮
ゲ
彗
ψ
0
9
U
●
（
一
〇
刈
o。
）
鴇
硫
零
9
δ
健
§
黛
。
§
。
§
9
識
。
§
『
ぎ
肉
§
。
～
硫
ミ
§
ミ
馨
§
匙
勺
さ
g
。
。
。
。
”
名
o
馨
り
昌
一
一
・
三
轟
。

O
Φ
遷
言
ξ
一
』
（
一
〇
〇
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§
酔
■
。
琶
。
畳
宰
導
。
冨
頴
暮
婁
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泉
輝
孝
　
一
九
八
七
　
「
技
術
革
新
と
人
材
開
発
」
現
代
情
報
化
研
究
会
編
『
情
報
化
時
代
の
人
材
育
成
』
総
合
労
働
研
究
所
、
一
〇
五
ー
一
三
五
。

加
護
野
忠
男
　
一
九
八
三
　
「
文
化
進
化
の
プ
ロ
セ
ス
・
モ
デ
ル
と
組
織
理
論
」
『
組
織
科
学
』
一
七
（
三
）
、
二
－
一
五
．

ー
　
一
九
八
五
　
「
創
造
的
組
織
の
条
件
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
一
一
－
一
九
．

国
富
包
名
舘
ダ
コ
客
（
一
〇
謹
）
”
．
旨
器
ψ
○
信
ε
暮
○
ユ
睾
鼠
菖
8
0
協
O
b
。
蚕
二
〇
累
円
o
。
ぎ
。
一
。
の
冤
g
邑
○
お
導
一
鋸
二
。
壼
一
幹
窪
。
ε
β
．
卜
良
馨
帖
芭
。
。
肺
養
－

　
　
識
ミ
曽
蔚
§
。
O
§
ミ
牒
ミ
ざ
一
〇
（
一
）
㌧
署
。
虞
ー
S
●

岸
田
民
樹
　
一
九
八
五
　
『
経
営
環
境
と
環
境
適
応
』
三
嶺
書
房
。

清
成
忠
男
　
一
九
八
四
　
「
ベ
ソ
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
ー
そ
の
日
米
比
較
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
三
二
－
四
一
。

小
林
幸
一
郎
　
「
組
織
文
化
の
革
新
と
組
織
開
発
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
五
五
－
六
五
．

＝
竃
登
閑
。
累
冨
（
這
窪
）
”
≧
§
ぎ
§
§
。
。
。
、
ま
§
§
§
§
針
Z
。
≦
K
8
胃
冨
。
Ω
蚕
辛
霞
一
一
．
（
三
隅
二
不
二
訳
）
　
一
九
六
四
　
『
経
営
の
行
動
科

　
　
学
i
新
し
い
マ
ネ
ジ
メ
γ
ト
の
探
究
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
．

1
（
一
〇
〇
刈
ン
『
ぎ
頃
§
§
§
O
き
§
慕
ミ
彗
毘
旨
G
。
自
§
ε
§
ミ
§
§
9
雲
匙
慧
、
Z
①
≦
肖
。
詩
”
霞
亀
蚕
≦
出
目
。
（
三
隅
二
不
二
訳
）
一
九
六
八

　
　
『
組
織
の
行
動
科
学
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
と
価
値
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
．

口
冨
器
置
r
騨
巳
の
鼠
ヨ
寧
』
（
密
o
。
N
）
｝
寒
§
ミ
ミ
き
、
『
ぎ
建
蓑
笥
§
。
§
§
戚
b
誉
き
遷
噛
ピ
8
9
”
寄
暮
一
a
鴨
俸
国
罐
導
評
昌
（
正
村

　
　
公
宏
監
修
、
社
会
開
発
統
計
研
究
所
訳
）
一
九
八
四
　
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
ヨ
コ
情
報
社
会
へ
の
潮
流
』
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
．

正
村
公
宏
　
一
九
八
六
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
情
報
社
会
の
課
題
」
『
組
織
科
学
』
二
〇
（
一
）
、
一
三
－
一
二
。

客
窪
ε
7
零
国
●
（
お
鴇
）
一
曽
。
帖
巳
『
、
§
這
§
蕊
硫
8
§
恥
讐
§
肺
ミ
ひ
Z
Φ
≦
照
o
爵
”
宰
8
牢
。
畢
（
森
東
吾
・
森
好
夫
・
金
沢
実
・
中
島
竜
太
郎

　
　
訳
）
一
九
六
一
　
『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
み
す
ず
書
房
．

小
川
英
次
　
一
九
八
四
a
「
技
術
革
新
と
企
業
組
織
ー
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
」
『
組
織
科
学
』
一
八
（
三
）
、
二
－
一
三
。

1
　
一
九
八
四
b
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ピ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
二
－
二
二
。

奥
村
康
司
・
菊
野
一
雄
・
石
井
修
二
・
平
尾
武
久
　
一
九
七
八
　
『
労
務
管
理
入
門
』
有
斐
閣
。

大
滝
精
一
　
一
九
八
四
　
「
社
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
ー
そ
の
可
能
性
と
組
織
論
的
意
味
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
七
六
－
八
六
。

榊
原
清
則
　
一
九
八
五
　
「
社
内
ベ
ソ
チ
ャ
ー
の
意
義
」
『
組
織
科
学
』
一
九
（
一
）
、
二
〇
i
三
〇
．

佐
藤
慶
幸
　
一
九
六
六
　
『
官
僚
制
の
社
会
学
ー
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
理
論
の
展
開
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
。

ω
9
。
旦
蝉
串
（
這
誘
）
”
O
き
§
簿
ミ
帖
§
匙
、
超
魯
§
塗
国
轟
ざ
≦
。
＆
9
凶
⇒
即
2
」
・
”
甲
窪
浮
。
出
巴
一
。
（
松
井
費
夫
訳
）
一
九
六
六
　
『
組
織
心
理

　
　
学
』
岩
波
書
店
。
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琴
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霞
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ψ
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一
8
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茎
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ま
§
ε
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§
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縣
閑
ミ
簿
§
一
〇
（
一
）
一
署
．
一
－
8
●

ω
。
言
目
b
Φ
§
”
臼
●
（
一
8
。
）
”
§
8
註
。
匙
ミ
ミ
ミ
。
。
。
ぎ
、
§
暮
§
的
き
§
曾
ミ
§
箏
N
蓄
ぎ
”
琴
昌
。
舘
び
①
一
聾
①
》
島
4
U
募
畠
霞
昏
＝
仁
喜
一
g
●

　
　
（
塩
野
谷
裕
一
・
中
山
伊
知
郎
・
東
畑
精
一
訳
）
　
一
九
七
七
　
『
経
済
発
展
の
理
論
』
岩
波
書
店
。

の
9
毛
霞
亘
ρ
Ω
』
包
2
①
ま
吋
ぎ
≦
・
（
這
o
。
ω
）
・
層
ぎ
ミ
。
さ
響
§
§
8
ぎ
Z
Φ
≦
属
。
詩
”
寄
蓄
g
宏
切
鼠
暮
＄
（
中
村
瑞
穂
・
中
村
真
人
訳
）

　
　
一
九
八
五
　
『
ザ
・
ワ
ー
ク
・
レ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ソ
』
ホ
ル
ト
・
サ
ウ
ソ
ダ
ー
ス
。

関
根
政
美
　
一
九
八
○
　
「
現
代
組
織
論
の
動
向
と
人
問
仮
説
の
変
遷
」
『
法
学
研
究
』
五
三
（
九
）
、
一
〇
五
！
一
三
四
。

ー
　
一
九
八
八
　
「
脱
工
業
社
会
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
素
材
、
技
術
、
労
働
－
脱
工
業
社
会
の
微
視
的
変
動
分
析
」
『
法
学
研
究
』
六
一
（
一
）
、
一

　
　
五
五
ー
一
八
八
。

島
弘
　
一
九
七
九
　
『
科
学
的
管
理
法
の
研
究
』
（
増
補
版
）
有
斐
閣
。

寺
本
義
也
　
一
九
八
六
　
「
組
織
間
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ソ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ソ
グ
」
『
組
織
科
学
』
二
〇
（
一
）
、
三
五
－
四
六
。

対
木
隆
英
　
一
九
八
四
　
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ピ
ジ
ネ
ス
と
企
業
家
精
神
」
『
組
織
科
学
』
一
七
（
四
）
、
四
二
－
五
〇
。

通
商
産
業
省
政
策
局
企
業
行
動
課
編
　
一
九
八
四
　
『
F
A
が
工
場
を
ど
う
変
え
る
か
1
生
産
革
新
の
実
態
と
展
望
』
日
本
能
率
協
会
。

通
商
産
業
省
政
策
局
企
業
行
動
課
編
　
一
九
八
五
　
『
生
産
性
向
上
技
術
の
新
事
情
ー
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
化
の
進
展
と
産
業
．
雇
用
の
変

　
　
化
』
通
商
産
業
調
査
会
。

梅
沢
正
　
一
九
八
六
　
『
企
業
文
化
の
創
造
』
有
斐
閣
．

山
越
徳
　
一
九
八
七
　
「
産
業
職
業
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
み
た
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
」
日
本
労
働
協
会
編
『
サ
ー
ピ
ス
経
済
化
と
新
た
な
就
業
形
態
』
目
本

　
　
労
働
協
会
、
三
一
－
五
七
．

安
井
恒
則
　
一
九
八
八
　
「
M
E
化
と
作
業
組
織
の
変
化
」
奥
林
康
司
編
著
『
M
E
技
術
革
新
下
の
日
本
的
経
営
』
中
央
経
済
社
、
七
一
－
九
六
．

吉
田
寛
　
一
九
八
二
　
「
O
A
と
組
織
的
管
理
と
社
会
」
『
組
織
科
学
』
一
六
（
四
）
、
二
－
一
一
。

吉
森
賢
　
一
九
八
六
　
「
企
業
化
精
神
衰
退
の
歴
史
的
要
因
」
『
目
本
労
働
協
会
雑
誌
』
（
三
二
四
）
、
二
－
一
五
．
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